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土佐警察署からのお知らせ  土佐警察署　  852ー0110

警察官Ａ採用試験受験者募集

南海トラフ地震に備えよう　～津波から身を守る～

自転車の交通マナーを高めよう

採用に関する問い合わせは	 土佐警察署　  852－0110
	 高知県警察本部　警務課人事係　代表  826－0110／フリーダイヤル  0120－032－376

　高知県警察では、次のとおり警察官の採用募集
を行っています。
　高知の未来のために、あなたの情熱・勇気・やさ
しさを生かしてみませんか？
○試験案内・申込書　配布中
○申込み受付期間　５月22日（木）まで受付中

○第一次試験　７月13日（日）
○受験年齢など
　昭和59年４月２日から平成９年４月１日までに生
まれた人で、学校教育法による４年制大学などを卒
業した人又は平成26年３月までに卒業見込みの人

１　津波を正しく理解しよう
⑴津波の特徴
　○津波が押し寄せてくると、膝上の高さでも、人

は立っていられません。
　○津波の波長（波の山から山までの距離、南海ト

ラフ地震の場合は約50㎞）は長いため、深海
ほど速く伝わり、浅くなれば速度は遅くなりま
すが、波高は高くなる性質があります。

　○第一波が最も大きいとは限らないが、繰り返し
津波は襲ってきます。

⑵津波の脅威
　○津波は川をさかのぼり溢れることがあります。
　○特に、平野部は注意が必要です。東日本大震災

では、平野部で内陸に５㎞以上津波が遡上して
います。

　○須崎湾のようなＶ字湾などでは、津波のエネル
ギーが湾の奥に集中し、波高が高くなることが
あります。

２　津波避難ポイント
『ゆれたら』…揺れたらまず、自分の身を守りましょう。
『とにかく』…揺れが収まったら、津波警報や注意

報の発表を待たず身一つで。
『いそいで』…決められた避難場所へ早く避難しま

しょう。不慣れな土地などで、避難場所が分からな
い場合は、高台やビルなど高いところへ上がりま
しょう。原則、車を使わず急いで逃げてください。

『津波警報などが解除されるまで』…津波は繰り返
し襲ってきます。安全なところに避難したら、津
波警報などが解除されるのをラジオなどで確認
してください。

　自転車は運転免許がいらない手軽さから、子ども
から高齢者まで多くの方が利用している乗り物です
が、交通ルールを無視したり、マナーの悪さが社会
問題になっています。

　県内では、今年に入って自転車利用者による死亡
事故も発生しています。
　自転車を安全・快適に利用するために交通ルール
とマナーを守りましょう。

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
例外的に歩道通行ができるのは、
◦「歩道通行可」の標識がある歩道
◦13歳未満の子どもや70歳以上の高齢者
◦内閣府令で定める身体障害者
◦車道又は交通の状況に、やむを得ない

と認められるとき（道路工事や自動車
などの交通量が著しく多い場合や、道
路幅が狭く自動車などと接触する危険
があるなど）

②車道は
　左側を通行

④安全ルールを守る
◆ 飲酒運転・二人乗り・並進は

禁止
◆ 交差点での信号遵守と一時

停止・安全確認
◆ 夜間はライトを点灯

③歩道は歩行者優先で、
　　　　　車道寄りを徐行

⑤子どもは
　ヘルメットを
　着用


